
ママ友、パパともサークル大開催！！！！
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現状分析・問題点

◼ 地方に住む人はコミュニティが閉鎖的になりやすい

◼ 地域の繋がりが希薄化

◼ インターネットの普及による子どもたちのインドア化

◼ 年上、年下との交流の減少

 親同士サークルなどを作り地域間の繋がりを新たに作る
 様々な活動を通して、子どもたちの積極性やコミュニケーション能
力の育成を図る



具体的な施策

地域の自治会と各学校や施設が協力して一つの家族を1単位として
新たな会合をつくる

◼ 活動については各職員と参加者が共同で運営

◼維持費用は初期の段階では自治体、学校の負担とし、活動の様子を見て新規加入時や企

画に参加する場合などに別で集める

◼活動内容は「親同伴で参加可能な習い事」、「親のみの交流会」、「施設見学や科学教

室などの体験学習」、「BBQなどの企画」、「進路相談室」、「大人が考えた子ども対

抗競技」など

◼企画は交流センターや公園、地域の施設で行い、移動手段は現地集合

◼広報は学校での資料の配布やHPで行う

◼子ども間でのトラブルなどが内容に代表者が調整する

◼再加入については特例を除いて退会後の次の年度のはじめとする



得られる効果

子ども、親のコミュニティ拡大

育児ストレスの軽減

家庭内の関係強化

子どもの積極性・コミュニケーション能力向上


